
発達障がい
集中が途切れやす
く、注意がそれや
すい方がいます。
話を簡潔にしたり、
大切なことはメモ
に書き出して渡す
などの配慮をしま
しょう。

知的障がい
複雑で抽象的な
話や漢字や計算
が苦手な人が多
くいます。
ふりがなをふっ
たり、絵などを
使って伝えるな
どの工夫が必要
です。

精神障がい
周りの反応に対し
て敏感で、恐怖感
を持つ方がいます。
「やる気がない」
「なまけている」
と判断せず、本人
のペースに合わせ
た働きかけを心が
けましょう。

肢体不自由
移動時にサポート
が必要な方がいま
す。
段差や階段、手動
ドアなどのある場
所では、手助けが
必要か声をかけま
しょう。

聴覚障がい
全く聞こえない人と
聞こえにくい人がい
ます。
会話をするときは、
様々なコミュニケー
ション手段を使いま
しょう。スマート
フォンの文字起こし
アプリが一つの手段
として挙げられます。

合理的配慮とは
障がいのある人が障がいのない人と同じように社会生活が送れる
ように、配慮をすることで社会的障壁を排除することを言います。
これは障害者差別解消法という法律で定められています。

必要な合理的配慮は、人それぞれ異なります。
対話をして相手に合った配慮ができるよう心がけましょう。

視覚障がい
音声を中心に情報
を得ているので、
その場の状況を伝
える際は、「あ
れ」「それ」と
いった表現ではな
く、「30センチ
右」など具体的に
表現しましょう。
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